Quality Control of Biodegradable Copolymer Polyhydroxyalkanoates by チャンプラティプ, スチャダ
Osaka University















第 1 6 9 9 3 号
平成 14 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科応用生物工学専攻















本論文は、生分解性共重合高分子ポリヒドロキシアルカノエート (PHA) の品質制御に関する論文であるo 高分
子の廃棄物量は年々増加の一途をたどっており、環境中で自然分解可能な生分解性高分子の実用化が急務となってい




l 章は、序章である o 生分解性高分子の重要性、発酵法による PHA 生産の研究を概観し、本論文の目的および構
成について述べた。
2 章では、 Paracoccus denitrificans によるポリヒドロキシアルカノエート CPHAs) の発酵生産におけるアルコー
















る。本研究では、アルコール資化性のバクテリア Paracoccus denitrificans を用い、任意の共重合分率を持つポリヒロ
ドロキシアルカノエートの最大生産法の開発と得られた高分子の特性解析を行ったものであるo 得られた主な成果は
以下の通りである。
(1 )Paracoccus denitrificans によるポリヒドロキシアルカノエート CPHAs) の生産におけるアルコール濃度の多










Avrami の式を非等温過程に拡張した Ozawa の式を適用して、本高分子の非等温過程結晶化は不均一過程の 3 次
元結晶成長モデルで説明できることを示している O この現象はランダム高分子とは異なり、ホモ高分子 PHB に近
いが、結晶化温度は冷却速度、共重合モル分率によってはどちらの高分子とも異なる特性を示すことが明らかにさ
れている。
このように、本研究は、生物化学工学の発展に寄与するところが大きく、よって本論は、博士論文として価値ある
ものと認める。
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